
出席の状況
会員数　55名（内出席免除　２名）　出席者数　40名　　欠席者数　15名
出席率　74.07％　　前々回訂正　85.19％　　　　
欠席者　花房，原田，日笠（常），加戸，川本，菊井，木本，小菅，小松原，松村，西岡，大賀，丹治，
　　　　槌田，（渡辺）

ビジター・ゲスト 
ゲ ス ト：米山奨学生　崔  艶梅  様
ビジター：杉山  慎策 様〈岡山ＲＣ〉

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 崔  艶梅様、健康に留意して社会人としてご活躍を祈念しています。川西会員、カウンセラーお疲

れさまでした。
川西会員 ： ・去る2月26日に米子の全日空ホテルに於いて米山奨学生　崔  艶梅（エンメイ）さんを含む歓送会が

行われ、今日3月6日が崔  艶梅さんの最後の例会出席となりました。私は約1年間の短いカウンセラー
で余りお役に立てなかったかも知れませんが、崔  艶梅さんには香川の伏見薬品所に行かれましても
お体には十分ご自愛いただき頑張ってください。
・3月2日～3月5日の4日間、北海道のルスツ、手稲（ていね）と二ヶ所のスキー場へ行ってきました。1日目
は少し悪天候でしたが2日目以降は天候に恵まれ、大変気持ちよく、71歳を過ぎてもスキーを楽しむこと
ができたことに感謝してスマイルします。

高橋会員 ： 崔さんが本日最後の例会になりました。今後の日本での活躍を期待しています。
氏房会員 ： 崔  艶梅さん、就職おめでとうございます。これからのご活躍を期待しております。
横山会員 ： 日曜日は小松さん、山田さんに釣りに連れて行ってもらい大漁でした。私の釣果は小松さんにこっぱで

負けましたが、海風に吹かれて大変楽しい一日でした。ありがとうございます。
末吉会員 ： 結婚記念日のお花ありがとうございました。
鈴木会員 ： 例会を2週間続けて欠席してしまいましたので、スマイルさせて頂きます。

７件　29,000円（累計 939,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
水と衛生月間
　今月は「水と衛生月間」です。経口感染であるコレラについてお話します。
　19世紀に大流行し、日本でも江戸時代末期に流行したコレラは、現在のバングラデシュのガ
ンジス川とプラマプトラ川のデルタ地帯の人口密集地域が発祥で、世界中で数百万人の死者
を出しました。アジアのコレラは貿易業者、兵士、船乗り、巡礼者、難民、移民などによって、世界中の人口密集
地を飲み込みました。産業革命後、急速に発展した工業都市の悪臭漂うスラム街などで大きな被害をもたらし
ました。
　コレラ cholera という言葉は、ギリシャ語で 「胆汁」を意味する khol と流れを意味する rhein からきています。
ラテン語の正式な用語 cholera morbus は、 古代から一般的な下痢を伴う状態や病気を指すのに使われてい
ました。
　1849年ロンドンで開業していた医師ジョン・スノウは「水犯人説」に基づく最初の報告書を発表しました。その後
1883年、フランスとドイツの2つのライバルチームがメッカから戻った巡礼者たちによってコレラが流行していたエジ
プトのアレキサンドリアに急派されました。有名な細菌学者ロベルト・コッホに率いられたドイツチームが、短く曲がっ
た「コンマ型」の細菌を発見し、ビブリオ・コレレと命名されました。
　19世紀後半から20世紀に先進国では下水道設備の改善が進みましたが、アジア、南米、アフリカでは依然とし
て深刻な病気であり、特に戦争や飢饉、自然災害の後に流行することから、上水、下水設備の普及が求められて
います。手洗いの励行が大切で、治療は適切な補液が重要です。

ゴルフ同好会からのお知らせ ゴルフ同好会副幹事　仲　田　錠　二 
　第271回ゴルフコンペを３月20日（祝月）、倉敷カントリー倶楽部において４組20名の
参加で行いますのでよろしくお願いいたします。

第９回理事・役員会議事録 　　　
日　時　　2017年３月６日㈪13：35～14：00
場　所　　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルドの間」
１、 開　　会 会　　　長　岡本　和夫
 司会・幹事　末吉　賢多
２、 出席者の確認 副　幹　事　児島　正典
　岡本和夫　竹本千代子　末吉賢多　児島正典　氏房信明　　仲田錠二　入江直人　相原利行　
　樋口芳紀　鴨井利典　　平松　信　岡本浩三　西山隆三郎　大饗よし江
３、 会長挨拶 会　　　長　岡本　和夫
４、 審議事項
① ３月～５月のプログラムについて
　４月10日の例会のプログラムを、川西会員による米山奨学生についての内部卓話にしたい、との
提案があり、承認された。
② 新年互礼会収支報告について　原案通り、承認された。
③ 花見夜間例会進行案について　
　アトラクションを環太平洋大学　ダンスパフォーミンスによるダンスパフォーマンスにしたい、
との提案があり、承認された。
④ 地区ガバナーノミニーについて
　　幹事から地区ガバナーノミニ―の経歴等の説明があった。　　　　　　　　　　　　　　
⑤ 米山奨学生受入れについて　
　米山奨学生　王　珮珣（オウ　ハイシュン）さんを当クラブが受け入れるとともに、カウンセ
ラーを堀川会員にお願いしたい、との提案があり、承認された。
⑥ ＩＭ来賓・参加者出欠状況　幹事より報告がなされた。
⑦ その他　 
家族旅行を６月25日に行いたい、との提案があり、承認された。

５、 報告事項　　　　　特になし。
６、 閉　　会 副　会　長　竹本千代子

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① ガバナー月信Vol.9を配付しております。。
② ガバナー事務所より、 2017-2018年度地区ガバナーノミニーに出雲中央RC古瀬倶之氏（ふ
るせ ともゆき）が正式に決定したとの宣言書が届いております。
③ 備前RC創立45周年記念講演会のご案内が届いております。 申込書を回覧いたしますの
で、参加を希望される方は、3月21日㈫までに参加申込書を備前RC事務局にお送りください。
④ 米山奨学生学友会の会報Vol.5、他クラブ週報・月報を回覧いたします。

米山奨学生挨拶 米山奨学生　崔　　艶　梅
　私にとって今日が最後の例会となりとても寂しい気持ちです。この1年間大変お世話になりまし
た。米山奨学生にならなければ、皆さんと出会う機会はなかったであろうと思います。奨学金をい
ただくことで、アルバイトをせず研究と就職活動に専念できたことは大変ありがたかったです。こ
の春からは香川県で働きます。就職先は、化粧用のパフや工業用パフ、胃腸検査の補助薬や食
品保存料など幅広い製品を製造する会社です。中国にも事業があるので日本と中国の架け橋となって仕事ができ
ることはとても幸せです。これからも米山奨学生としての誇りを胸に世界平和に貢献していきたいと思います。

誕生日ショートスピーチ 鴨　井　利　典　会員
　今年で56歳になります。若くもなく老けるにもまだ早いという中途半端な年齢ですが、日々 精進
しています。わがクラブも年を重ねても活き活きされている方が多く、堀川会員や樋口会員はマ
ラソンに挑戦されており賞賛しますが、私には真似できないのでせいぜい西川界隈を行ったり
来たりしながら、会員の方とこれからも親睦を深めていきたいと思います。

クラブフォーラム ＩＭについて
◎2016-2017 第8･9グループバズセッション　デモ

ＩＭ副実行委員長　相原  利行
ＩＭ実行委員会  行事運営委員会（本会議）委員長　堀川  辰也

　テーマ　「地域社会に貢献する奉仕活動とは」
　　サブテーマ（社会奉仕グループ）

⑴ 「地域のニーズに貢献するための社会奉仕活動とは」
⑵ 「継続的に行われる社会奉仕活動について」

　　サブテーマ（職業奉仕グループ）
⑴ 「職業活動の中で、ロータリアンであることを自覚して行動したことはありますか」
⑵ 「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと
考えますか」

　　サブテーマ（クラブ奉仕グループ）
⑴ 「あなたのクラブで、連帯感を強めるために何をしていま
すか。また、何をすれば良いと考えますか」
⑵ 「例会を充実させるために、あなたのクラブでは何か工夫
をしていますか。また、何をすれば良いと考えますか。」
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S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： 崔  艶梅様、健康に留意して社会人としてご活躍を祈念しています。川西会員、カウンセラーお疲

れさまでした。
川西会員 ： ・去る2月26日に米子の全日空ホテルに於いて米山奨学生　崔  艶梅（エンメイ）さんを含む歓送会が

行われ、今日3月6日が崔  艶梅さんの最後の例会出席となりました。私は約1年間の短いカウンセラー
で余りお役に立てなかったかも知れませんが、崔  艶梅さんには香川の伏見薬品所に行かれましても
お体には十分ご自愛いただき頑張ってください。
・3月2日～3月5日の4日間、北海道のルスツ、手稲（ていね）と二ヶ所のスキー場へ行ってきました。1日目
は少し悪天候でしたが2日目以降は天候に恵まれ、大変気持ちよく、71歳を過ぎてもスキーを楽しむこと
ができたことに感謝してスマイルします。

高橋会員 ： 崔さんが本日最後の例会になりました。今後の日本での活躍を期待しています。
氏房会員 ： 崔  艶梅さん、就職おめでとうございます。これからのご活躍を期待しております。
横山会員 ： 日曜日は小松さん、山田さんに釣りに連れて行ってもらい大漁でした。私の釣果は小松さんにこっぱで

負けましたが、海風に吹かれて大変楽しい一日でした。ありがとうございます。
末吉会員 ： 結婚記念日のお花ありがとうございました。
鈴木会員 ： 例会を2週間続けて欠席してしまいましたので、スマイルさせて頂きます。

７件　29,000円（累計 939,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
水と衛生月間
　今月は「水と衛生月間」です。経口感染であるコレラについてお話します。
　19世紀に大流行し、日本でも江戸時代末期に流行したコレラは、現在のバングラデシュのガ
ンジス川とプラマプトラ川のデルタ地帯の人口密集地域が発祥で、世界中で数百万人の死者
を出しました。アジアのコレラは貿易業者、兵士、船乗り、巡礼者、難民、移民などによって、世界中の人口密集
地を飲み込みました。産業革命後、急速に発展した工業都市の悪臭漂うスラム街などで大きな被害をもたらし
ました。
　コレラ cholera という言葉は、ギリシャ語で 「胆汁」を意味する khol と流れを意味する rhein からきています。
ラテン語の正式な用語 cholera morbus は、 古代から一般的な下痢を伴う状態や病気を指すのに使われてい
ました。
　1849年ロンドンで開業していた医師ジョン・スノウは「水犯人説」に基づく最初の報告書を発表しました。その後
1883年、フランスとドイツの2つのライバルチームがメッカから戻った巡礼者たちによってコレラが流行していたエジ
プトのアレキサンドリアに急派されました。有名な細菌学者ロベルト・コッホに率いられたドイツチームが、短く曲がっ
た「コンマ型」の細菌を発見し、ビブリオ・コレレと命名されました。
　19世紀後半から20世紀に先進国では下水道設備の改善が進みましたが、アジア、南米、アフリカでは依然とし
て深刻な病気であり、特に戦争や飢饉、自然災害の後に流行することから、上水、下水設備の普及が求められて
います。手洗いの励行が大切で、治療は適切な補液が重要です。

ゴルフ同好会からのお知らせ ゴルフ同好会副幹事　仲　田　錠　二 
　第271回ゴルフコンペを３月20日（祝月）、倉敷カントリー倶楽部において４組20名の
参加で行いますのでよろしくお願いいたします。

第９回理事・役員会議事録 　　　
日　時　　2017年３月６日㈪13：35～14：00
場　所　　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルドの間」
１、 開　　会 会　　　長　岡本　和夫
 司会・幹事　末吉　賢多
２、 出席者の確認 副　幹　事　児島　正典
　岡本和夫　竹本千代子　末吉賢多　児島正典　氏房信明　　仲田錠二　入江直人　相原利行　
　樋口芳紀　鴨井利典　　平松　信　岡本浩三　西山隆三郎　大饗よし江
３、 会長挨拶 会　　　長　岡本　和夫
４、 審議事項
① ３月～５月のプログラムについて
　４月10日の例会のプログラムを、川西会員による米山奨学生についての内部卓話にしたい、との
提案があり、承認された。
② 新年互礼会収支報告について　原案通り、承認された。
③ 花見夜間例会進行案について　
　アトラクションを環太平洋大学　ダンスパフォーミンスによるダンスパフォーマンスにしたい、
との提案があり、承認された。
④ 地区ガバナーノミニーについて
　　幹事から地区ガバナーノミニ―の経歴等の説明があった。　　　　　　　　　　　　　　
⑤ 米山奨学生受入れについて　
　米山奨学生　王　珮珣（オウ　ハイシュン）さんを当クラブが受け入れるとともに、カウンセ
ラーを堀川会員にお願いしたい、との提案があり、承認された。
⑥ ＩＭ来賓・参加者出欠状況　幹事より報告がなされた。
⑦ その他　 
家族旅行を６月25日に行いたい、との提案があり、承認された。

５、 報告事項　　　　　特になし。
６、 閉　　会 副　会　長　竹本千代子

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① ガバナー月信Vol.9を配付しております。。
② ガバナー事務所より、 2017-2018年度地区ガバナーノミニーに出雲中央RC古瀬倶之氏（ふ
るせ ともゆき）が正式に決定したとの宣言書が届いております。
③ 備前RC創立45周年記念講演会のご案内が届いております。 申込書を回覧いたしますの
で、参加を希望される方は、3月21日㈫までに参加申込書を備前RC事務局にお送りください。
④ 米山奨学生学友会の会報Vol.5、他クラブ週報・月報を回覧いたします。

米山奨学生挨拶 米山奨学生　崔　　艶　梅
　私にとって今日が最後の例会となりとても寂しい気持ちです。この1年間大変お世話になりまし
た。米山奨学生にならなければ、皆さんと出会う機会はなかったであろうと思います。奨学金をい
ただくことで、アルバイトをせず研究と就職活動に専念できたことは大変ありがたかったです。こ
の春からは香川県で働きます。就職先は、化粧用のパフや工業用パフ、胃腸検査の補助薬や食
品保存料など幅広い製品を製造する会社です。中国にも事業があるので日本と中国の架け橋となって仕事ができ
ることはとても幸せです。これからも米山奨学生としての誇りを胸に世界平和に貢献していきたいと思います。

誕生日ショートスピーチ 鴨　井　利　典　会員
　今年で56歳になります。若くもなく老けるにもまだ早いという中途半端な年齢ですが、日々 精進
しています。わがクラブも年を重ねても活き活きされている方が多く、堀川会員や樋口会員はマ
ラソンに挑戦されており賞賛しますが、私には真似できないのでせいぜい西川界隈を行ったり
来たりしながら、会員の方とこれからも親睦を深めていきたいと思います。

クラブフォーラム ＩＭについて
◎2016-2017 第8･9グループバズセッション　デモ

ＩＭ副実行委員長　相原  利行
ＩＭ実行委員会  行事運営委員会（本会議）委員長　堀川  辰也

　テーマ　「地域社会に貢献する奉仕活動とは」
　　サブテーマ（社会奉仕グループ）

⑴ 「地域のニーズに貢献するための社会奉仕活動とは」
⑵ 「継続的に行われる社会奉仕活動について」

　　サブテーマ（職業奉仕グループ）
⑴ 「職業活動の中で、ロータリアンであることを自覚して行動したことはありますか」
⑵ 「ロータリアンとして、職業を通してすべきことは何だと
考えますか」

　　サブテーマ（クラブ奉仕グループ）
⑴ 「あなたのクラブで、連帯感を強めるために何をしていま
すか。また、何をすれば良いと考えますか」
⑵ 「例会を充実させるために、あなたのクラブでは何か工夫
をしていますか。また、何をすれば良いと考えますか。」

－３－

本日のメニュー（３月13日）　
丼物　鰹焼霜丼 生姜御飯仕立て　別皿（刻み茗荷　大葉　もみ海苔　山葵　別猪口　胡麻ダレ醤油）
小鉢　ひじき白和え　くこの実　温物　小田巻蒸し餡掛け　讃岐うどん　森林鷄　蒲鉾　椎茸
　　　三つ葉　針柚子
赤出汁　三種盛り　　　香物　三種盛り

次回のメニュー（３月27日（ミリオン和食））　
丼　　　鰯の照焼き丼　ゆかり御飯（天盛り）　白髪葱　　刻み青葱　花茗荷　（別盛）刻み海苔
小　鉢　小松菜と桜海老の煮浸し　　うす揚げ　　糸花
温　物　若竹蒸し　　　　　
赤出汁　三種盛り　　　　　
香　物　三種

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司

クラブ情報クラブ情報クラブ情報クラブ情報

例会情報例会情報例会情報例会情報


